
 

 

巡回ワゴン実証運行について（報告） 

 

１ 周知について 

(1) 北斗市広報への記事掲載 

・７月号「持続可能な公共交通ネットワークの再構築に向けて」 

・８月号「持続可能な公共交通ネットワークの再構築に向けて Part２」（齋藤会長か

らのメッセージ） 

・９月号 巡回ワゴンの実証運行開始について掲載予定 

(2) 町内会への説明 

・６月３日 茂辺地・石別地区町会連絡協議会で説明 

・８月19日 町内会長・自治会長会議で説明（予定） 

・今後、町内会や高齢者大学等で随時説明する予定 

 

２ バス停留所について 

 運行事業者との協議により、取得費及び積雪や強風への対応等維持管理の観点から、

巡回ワゴンのバス停留所として電柱広告を活用する予定です。 

※一部、市の街路灯等も活用。 

 

バス停留所のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 利用状況の把握について 

 性別及び乗降地を記録することで、巡回ワゴン利用状況の把握に努めます。 

 

 

資料１－１ 
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北
斗
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

（
会
長　

齋
藤
征
人　

北
海
道
教
育
大
学

函
館
校
准
教
授
）で
は
、
今
年
10
月
か
ら
、

市
内
の
交
通
ア
ク
セ
ス
に
不
便
な
地
域
を

巡
回
す
る「
巡
回
ワ
ゴ
ン
」の
実
証
運
行
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

巡
回
ワ
ゴ
ン
は
、
令
和
３
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た「
北
斗
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」

に
基
づ
く
も
の
で
、
一
定
程
度
の
市
民
が

生
活
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
鉄
道
や

バ
ス
を
利
用
し
に
く
い
地
域
に
つ
い
て
、

買
い
物
や
通
院
と
い
っ
た
日
常
生
活
に
必

要
な
移
動
を
確
保
す
る
た
め
に
導
入
す
る

も
の
で
す
。

　

10
月
か
ら
予
定
し
て
い
る
実
証
運
行
は
、

三
ツ
石
か
ら
上
磯
駅
前
を
往
復
す
る
「
茂

辺
地
・
石
別
地
区
〜
上
磯
地
区
」ル
ー
ト
、

三
好
・
水
無
・
桜
岱
・
押
上
・
大
工
川
地

区
と
上
磯
駅
前
と
を
往
復
す
る
「
上
磯
地

区
」ル
ー
ト
、稲
里
・
白
川
・
細
入
か
ら
総

合
分
庁
舎
前
を
経
由
し
、
新
函
館
北
斗
駅

に
向
か
う「
大
野
地
区
」ル
ー
ト
の
３
ル
ー

ト
を
設
定
し
、各
ル
ー
ト
週
２
回
、午
前
中

に
運
行
す
る
計
画
で
す
。

　

巡
回
ワ
ゴ
ン
の
実
証
運
行
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
北
斗
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
に
設
け
ら
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
議
論
・
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

 

■
第
４
回
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
令
和
３
年
３
月
18
日
）

　

新
た
な
交
通
モ
ー
ド
と
し
て
の
巡
回
ワ

ゴ
ン
運
行
に
関
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て

協
議
し
、
委
員
か
ら
は
次
の
よ
う
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

・
巡
回
ワ
ゴ
ン
運
行
の
主
な
目
的
は
、
既

　

存
バ
ス
路
線
か
ら
離
れ
て
い
る
地
域
の

　

方
の
買
い
物
や
通
院
に
対
応
す
る
こ
と

　

な
の
で
、
利
用
者
の
買
い
物
や
通
院
の

　

時
間
に
合
っ
た
時
間
帯
に
走
ら
せ
る
必

　

要
が
あ
る
。

・
買
い
物
や
通
院
の
時
間
に
つ
い
て
、
ア

　

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
主
に
午
前
中
、

　

１
時
間
程
度
の
滞
在
が
多
く
な
っ
て
い

　

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
運
行
計
画
が
望

　

ま
し
い
。

・
既
存
バ
ス
路
線
と
の
重
複
に
つ
い
て
も

　

考
慮
が
必
要
で
あ
る
。

・
運
賃
に
つ
い
て
は
、
一
律
運
賃
の
よ
う

　

に
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
す
べ
き
で
あ

　

る
。

 

■
第
５
回
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
令
和
３
年
４
月
23
日
）

　

基
本
方
針
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
巡
回

ワ
ゴ
ン
運
行
計
画（
案
）に
つ
い
て
協
議
し
、

委
員
か
ら
は
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

・
巡
回
ワ
ゴ
ン
運
行
の
目
的
は
、
市
街
地

　

か
ら
離
れ
た
交
通
不
便
地
の
住
民
の
買

　

い
物
・
病
院
へ
の
通
院
と
い
っ
た
生
活

　

の
足
を
確
保
す
る
た
め
、
上
磯
駅
前
や

　

総
合
分
庁
舎
前
に
連
れ
て
く
る
こ
と
。

・
す
べ
て
の
要
望
を
巡
回
ワ
ゴ
ン
だ
け
で

　

満
た
す
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、
運
行

　

の
目
的
に
沿
っ
た
実
証
運
行
と
し
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
。

・
各
ル
ー
ト
は
連
続
し
た
も
の
で
は
な
く
、

　

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
と
し
て
運
行

　

す
べ
き
で
あ
る
。

・
国
道
で
地
域
幹
線
で
あ
る
函
館
バ
ス
に

　

乗
り
継
げ
る
よ
う
な
ル
ー
ト
設
定
が
必

　

要
で
あ
る
。

・
乗
継
利
用
を
考
慮
す
れ
ば
、
運
賃
は

　

3
0
0
円
が
妥
当
で
は
な
い
か
。

・
た
く
さ
ん
利
用
さ
れ
る
方
に
対
す
る
割

　

引
回
数
券
が
有
効
で
は
な
い
か
。

 

■
第
６
回
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
令
和
３
年
５
月
18
日
）

　

こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

の
協
議
結
果
に
基
づ
く
巡
回
ワ
ゴ
ン
運
行

計
画（
案
）に
つ
い
て
決
定
し
た
ほ
か
、
巡

回
ワ
ゴ
ン
の
利
用
促
進
に
関
す
る
上
磯
駅

前
商
店
会
が
計
画
し
て
い
る
取
組
に
つ
い

て
情
報
共
有
し
ま
し
た
。

 

■
第
８
回
北
斗
市
地
域
公
共
交
通
活
性

 

　
化
協
議
会
　
書
面
開
催

（
令
和
３
年
５
月
27
日
）

　

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
作
成
さ
れ
た

巡
回
ワ
ゴ
ン
運
行
計
画（
案
）に
つ
い
て
承

認
を
得
ま
し
た
。

　

な
お
、運
行
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

広
報
ほ
く
と
９
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

市
役
所
企
画
課
企
画
係﹇

内
線
２
３
５
﹈

問

の

再
構
築
に

向
け
て

公
共
交
通

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

持
続
可
能
な

巡
回
ワ
ゴ
ン
の

実
証
運
行
を

開
始
し
ま
す

murata_kiichi
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北
斗
市
は
函
館
市
に
隣
接
す
る
た
め
、

よ
く「
函
館
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
」と
称
さ
れ

ま
す
が
、上
磯
に
も
大
野
に
も
、そ
れ
ぞ
れ

固
有
の
歴
史
と
そ
れ
に
連
な
る
特
長
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

上
磯
で
小
中
学
校
時
代
を
過
ご
し
ま
し

た
が
、
よ
く
家
族
で
自
転
車
に
乗
っ
て
大

野
川
に
行
き
、川
遊
び
を
し
た
り
、中
学
校

の
吹
奏
楽
部
の
み
ん
な
で
八
郎
沼
公
園
へ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
行
っ
た
り
し
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
に
は
便
利

な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
。日
々
に
ゆ
と
り

が
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

幼
少
期
に
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
二
つ

の
ま
ち
が
、や
が
て
北
斗
市
に
な
り
、今
は

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
を
任
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
、
大
変
深
い
縁
を
感
じ
て

い
ま
す
し
、
今
も
両
親
が
暮
ら
す
北
斗
市

の
地
域
課
題
は
、私
に
と
っ
て
ま
さ
に「
他

人
事
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に

は
、市
民
と
行
政
が
ワ
ン
チ
ー
ム
に
な
っ
て
、

我
が
ま
ち
を
ど
う
す
べ
き
か
「
作
戦
会
議
」

を
も
つ
よ
う
な
気
運
の
醸
成
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。行
政
が
市
民
に
何
を
し
て

く
れ
る
か
だ
け
で
な
く
、こ
の
ま
ち
の
た
め

に
市
民
に
は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、互
い

に
分
か
ち
合
う
こ
と
。決
し
て
無
理
し
な

く
て
も
い
い
、
日
々
の
暮
ら
し
や
仕
事
の
延

長
で
考
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
利
用
す
る
努
力
・
活
用

す
る
工
夫
を
み
ん
な
で
考
え
、
行
動
し
な

く
て
は
い
け
な
い
と
、他
自
治
体
の
事
例
か

ら
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
で
誰
か
の

た
め
に
も
な
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」か
ら
、
始

め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、
列
車
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど

い
つ
も
と
は
違
う
車
窓
か
ら
見
え
る
景
色

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
旅
行
気
分
に
も
な
り
、

わ
ず
か
な
時
間
で
す
が
「
非
日
常
」
の
よ
う

な
も
の
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
時

間
に
追
わ
れ
る
気
忙
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ

る
感
覚
を
覚
え
ま
す
。そ
し
て
、
地
域
の
貴

重
な
公
共
交
通
の
維
持
に
も
役
に
立
つ
。一

石
二
鳥
で
す
よ
ね
。

　

駅
・
バ
ス
停
の
清
掃
や
雪
か
き
な
ど
の

維
持
管
理
は
、
施
設
に
身
近
な
地
域
住
民

の
日
常
生
活
の
中
で
行
わ
れ
て
い
く
こ
と

が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。バ
ス
待
合
所
に
捨

て
ら
れ
た
空
き
缶
を
市
の
職
員
が
回
収
し

て
い
る
よ
う
で
は
、
持
続
可
能
な
公
共
交

通
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　
自
然
体
で
あ
く
ま
で
無
理
せ
ず
、
楽
し

み
な
が
ら
地
域
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ

と
が
、
取
り
組
み
を
長
続
き
さ
せ
る
秘
訣

な
の
で
す
。

　

北
斗
市
に
は
複
数
の
交
通
モ
ー
ド
が
あ

り
、
他
の
地
域
と
比
べ
て「
恵
ま
れ
て
い
る
」

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、そ
れ
を
活
か
し
切

れ
て
い
な
い
側
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。そ
の
た
め
、
既
存
の
交
通
モ
ー

ド
を
使
い
や
す
く
す
る
「
接
続
」
と
「
縁
結

び
」
を
テ
ー
マ
に
、
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　

交
通
の
問
題
は
「
青
天
井
」
で
す
。例
え

ば
、
バ
ス
が
走
っ
て
い
な
か
っ
た
地
域
を
１

日
１
本
バ
ス
が
走
る
よ
う
に
な
る
と
、
や
が

て
「
１
日
１
本
し
か
な
い
」
と
い
う
声
が
上

が
る
で
し
ょ
う
。１
日
２
本
走
る
よ
う
に
な

る
と
、「
せ
め
て
、
午
前
２
本
・
午
後
２
本

…
」と
い
う
よ
う
に
な
る
。や
が
て「
や
は
り
、

１
時
間
に
１
本
は
…
」と
な
り
、
い
ず
れ
は

そ
れ
で
も
満
足
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

限
り
な
く
自
家
用
車
に
近
付
け
た
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
公
共
交
通
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
を
考
え
る
こ
と
は
、私
た
ち
の

暮
ら
し
を
も
う
一
度
考
え
て
み
る
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
広
報
ほ
く
と
９
月
号
で
は
、
10
月
か
ら

　

ス
タ
ー
ト
す
る
巡
回
ワ
ゴ
ン
の
運
行
計

　

画
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

市
役
所
企
画
課
企
画
係﹇

内
線
２
３
５
﹈

の

再
構
築
に

向
け
て

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

本
年
３
月
に
策
定
し
た
「
北
斗
市
地
域

公
共
交
通
計
画
」は
、ま
ち
づ
く
り
と
一
体

と
な
っ
た
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
を
目
的
と
し
て
、

北
斗
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で

の
議
論
を
経
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
協
議
会
の
会
長
で
あ
る

齋
藤
征
人
氏
（
北
海
道
教
育
大
学
函
館
校

准
教
授
）
か
ら
い
た
だ
い
た
北
斗
市
の
公

共
交
通
に
関
す
る
市
民
の
み
な
さ
ま
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

■
北
斗
市
へ
の
思
い

■
公
共
交
通
へ
の
関
わ
り
方

■
公
共
交
通
に
つ
い
て
考
え
る

▲北海道枝幸町生まれ。6歳から旧上磯町で育
つ。障がい者支援施設の支援員などを経て2014
年から現職。専門は社会福祉。46歳。

問

持
続
可
能
な

Part2
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乗降記録簿（案） 資料１－４

○茂辺地・石別・上磯線 令和　　年　　月　　日（　　）　　　：　　　～　　　： 運転手：　　　　　　　　　　　

No. 男女
三
ツ
石

当
別
ト
ラ
ピ
ス

ト
入
口

当
別
駅
前

中
央
当
別

石
別
小
学
校

渡
島
コ
ロ
ニ
ー

入
口

灯
台
入
口

茂
辺
地

４
丁
目

茂
辺
地

６
丁
目

市
ノ
渡
農
村
セ

ン
タ
ー

茂
辺
地

７
丁
目

茂
辺
地

５
丁
目

茂
辺
地
駅

茂
辺
地
支
所

茂
辺
地

茂
辺
地
大
橋

矢
不
来

富
川

富
川
会
館
前

谷
川
小
学
校
前

谷
好
３
丁
目

上
谷
好

昭
和

上
磯
駅
前

商
店
街

上
磯
駅
前

上
磯
駅

例 男・女

1 男・女

2 男・女

3 男・女

4 男・女

5 男・女

6 男・女

7 男・女

8 男・女

9 男・女

10 男・女

11 男・女

12 男・女

13 男・女

14 男・女

15 男・女

16 男・女

17 男・女

18 男・女

19 男・女

20 男・女

備考


